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私
た
ち
は
今
日
、
第
四
八
回
「
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

健
全
な
民
主
主
義
社
会
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
由
な
信
仰
・
思
索
と
批
判
的
な
言
論
・
報
道
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
ま
す
。
し
か
し
菅
政
権
と

岸
田
政
権
は
、
私
た
ち
の
声
や
報
道
の
批
判
に
耳
を
傾
け
な
い
ま
ま
、
独
り
よ
が
り
の
政
治
を
続
け
て
い
ま
す
。 

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
中
で
、
菅
前
首
相
は
国
民
世
論
を
無
視
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
強
行
し
、
関
係
者
の
安

易
な
入
国
や
移
動
を
黙
認
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
確
保
が
不
十
分
な
ま
ま
自
治
体
に
接
種
を
急
が
せ
る
一
方
で
、
防
衛
省
に
よ
る
大
規
模
接
種
を
容
認
す

る
な
ど
、
地
方
自
治
を
否
定
し
混
乱
さ
せ
る
場
当
た
り
的
な
対
応
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
岸
田
政
権
は
、「
桜
を
見
る
会
」
に
絡
む
政
治
資
金
の
不
正
疑
惑
、

森
友
学
園
に
絡
む
公
文
書
偽
造
、
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
女
性
が
入
管
施
設
で
死
亡
し
た
事
件
な
ど
、
政
権
に
都
合
の
悪
い
事
実
の
真
相
究
明
に
背
を
向
け
、

日
本
学
術
会
議
の
新
会
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
六
名
の
任
命
拒
否
も
撤
回
し
ま
せ
ん
。
沖
縄
の
米
軍
新
基
地
建
設
工
事
を
依
然
と
し
て
推
進
し
、
韓
国
の

「
元
徴
用
工
」
や
「
慰
安
婦
」
の
問
題
で
も
、
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
顧
み
な
い
対
応
ば
か
り
で
す
。
領
土
問
題
・
台
湾
有
事
・
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
口
実

に
危
機
感
を
あ
お
り
、
中
国
・
北
朝
鮮
へ
の
先
制
攻
撃
を
可
能
に
す
る
軍
備
増
強
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
秋
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
以
後

「
憲
法
改
正
」
を
め
ざ
す
動
き
を
一
段
と
強
め
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、
村
井
知
事
が
県
の
水
道
事
業
の
民
営
化
、
女
川
原
発
の
再
稼
働
、
４
病
院
の
統

合
移
転
や
県
立
高
校
の
統
廃
合
を
強
引
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
批
判
的
世
論
と
地
方
自
治
を
無
視
す
る
政
治
、
他
国
を
敵
視
し
軍
事
力
を
優
先
す
る
政
治
は
、
大
局
的
に
は
日
本
を
戦
前
同
様
の
独
裁

国
家
に
変
え
る
も
の
で
す
。
日
本
国
憲
法
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
主
権
者
国
民
に
対
す
る
不
誠
実
と
中
央
集
権
、
隣

国
と
の
信
頼
関
係
の
否
定
、
軍
隊
の
増
強
や
兵
器
の
開
発
・
保
有
。
こ
れ
ら
が
戦
争
を
誘
発
す
る
こ
と
を
歴
史
は
教
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
発
効
し
た
今
こ
そ
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
と
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
常
日
頃

か
ら
戦
争
に
反
対
す
る
姿
勢
を
は
っ
き
り
示
し
、
政
府
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
姿
勢
を
貫
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
各
報
道
機
関
は
自
主
規
制
す
る
こ
と

な
く
批
判
的
言
論
を
展
開
す
べ
き
で
す
。 

私
た
ち
は
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
を
護
り
、
岸
田
政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
ま
す
。
恐
れ
る
こ
と
な
く
言
論
と
非
暴
力
不
服
従

の
行
動
で
闘
い
ぬ
く
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い
ま
す
。
そ
し
て
決
意
を
新
た
に
、
次
の
通
り
宣
言
し
ま
す
。 

 

一 

私
た
ち
は
、
今
日
の
「
建
国
記
念
の
日
」
に
反
対
し
ま
す
。
「
建
国
記
念
の
日
」
に
歴
史
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
帝
国
憲
法
下
に
お
け
る
天
皇

神
話
に
基
づ
く
「
紀
元
節
」
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
す
。
民
主
主
義
に
反
す
る
祝
日
で
す
。
現
在
の
「
日
本
国
」
誕
生
の
日
は
、
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義

を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
で
あ
る
「
憲
法
記
念
日
」
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
私
た
ち
は
確
信
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
首
相
や
閣
僚
に
よ
る
靖
国
神
社
や
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
、
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
、
代
替
わ
り
に
乗
じ
た
天
皇
制
の
賛
美
と
強
化
、
政
教
分

離
原
則
に
反
す
る
動
き
や
、
天
皇
の
政
治
的
利
用
に
つ
な
が
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
国
民
の
「
表
現
の
自
由
」
や
「
知
る
権
利
」
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、
国
民
主
権
の
否
定
と
戦
争
の
で
き
る
国
家
の
形
成

に
つ
な
が
る
武
器
輸
出
解
禁
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法
（
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
）
、
沖
縄
の
米
軍
新
基
地
建
設
、
原
発
の
再
稼
働
、
「
共
謀
罪
」
、

そ
し
て
緊
急
事
態
条
項
の
新
設
や
自
衛
隊
の
国
軍
化
な
ど
の
憲
法
改
悪
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批
准
を
求
め
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
公
立
学
校
そ
の
他
で
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
・
元
号
」
の
強
制
、
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
、
教
育
と
学
問
研
究
に
対
す
る
政
党
・
行
政
の

不
当
な
介
入
や
、
教
育
の
民
主
化
を
妨
げ
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
二
つ
の
県
立
中
学
校
に
お
い
て
復
古
的
・
国
家
主
義
的
な
歴
史
教
科
書
の
使
用
を

続
け
て
い
る
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
厳
し
く
抗
議
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
で
報
道
機
関
が
権
力
批
判
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。
報
道
や
取
材
活
動
へ
の
不
当
な
規
制
や
介
入
に

断
固
反
対
す
る
と
同
時
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
関
す
る
報
道
の
促
進
、
犯
罪
事
件
に
お
け
る
実
名
報
道
や
安
易
な
犯
人
視
報
道
の
抑
制
な
ど
、

す
べ
て
の
関
係
者
が
真
実
と
公
正
を
貫
き
人
権
の
尊
重
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

二
〇
二
二
年
二
月
一
一
日 

 
 

二
・
一
一
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会 
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